
身近な生き物との出会いを楽しむ場「いきもの広場」では、さまざまな昆虫
を呼ぶために昆虫の食草となる木を植えてたり、生き物の住みよい環境をつ
くっています。どんなところにどんな生き物がいるか考えながら探してみる
と、きっと面白い発見があるでしょう。

今週の
エゴツルクビオトシブミ

エゴノキの枝についている揺籃（ゆりかご）、
この中に卵を産み付けます。

オオスカシバ

キスジトラカミキリ

模様がハチに似ていますが、
カミキリムシの仲間です。

ハナムグリ

ハナムグリのほかカ
ナブンなど夏独特の
虫たちも見られるよ
うになってきました。

ニホンカナヘビ

広場内にはニホンカナ
ヘビやニホントカゲも
よく見られます。
捕まえて違いを見分
けてましょう！

テントウムシの蛹

広場内の木の幹や葉を探してみると
見つかります。

クロオオアリ

観察ボードの下の巣では蛹や幼虫の姿が見
られます。見つかるとすぐに巣の中へ運び込
んでしまいます。

広場内を飛んでいました。ハチドリのように
ホバリングをして花の蜜を吸う姿が特徴的
です。
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